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ひらつかじんじゃ神社名：平塚神社

北区上中里１－４７－ １住 所：

２０２０年２月１日調査月日：

、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 （ ）調査参加者：粟田 神川 河辺 有田 木村 梅田 宮崎 小幡 浅見 竹内 小林 木村 怜

定本

写 真：

平塚神社（旧平塚明神社）の略縁起由来など：

平塚神社の創立は平安後期 元永年中といわれている。八幡太郎源義家公が御兄弟と

ともに奥州征伐の凱旋途中にこの地を訪れ領主の豊島太郎近義に鎧一領を下賜され

た。近義は拝領した鎧を清浄な地に埋め塚を築き自分の城の鎮守とした。塚は甲冑塚

とよばれ、高さがないために平塚ともよばれた。さらに近義は社殿を建てて義家・義

綱・義光の三御兄弟を平塚三所大明神として祀り一族の繁栄を願った。

徳川の時代に、平塚郷の無官の盲目であった山川城官貞久は平塚明神に出世祈願を
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して江戸へ出たところ検校という高い地位を得て、将軍徳川義光の近習となり立身出

生を果たした。その後、義光が病に倒れた際も山川城官は平塚明神に家光の病気平癒

を祈願した。将軍の行基はたちどころに快癒し、神恩に感謝した山川城官は平塚明神

社を修復した。家光自らも五十石の朱印地を平塚明神に寄進し、たびたび参詣に訪れ

（平塚神社内看板より）た。

・紙本著色平塚明神并別当城官寺縁起絵巻（北区指定有形文化財）

・平塚神社文書（北区指定有形文化財）

八幡太郎源義家命、賀茂次郎源義命、新羅三郎源義光命、豊島近義命祭神など：

山の手とした町を分ける台地上の際にあり、正殿の背後には塚が空間位置・面積等・植生など：

ある。参道は大径木のケヤキが林立していて比較的長い。塚を中心に境内はスダジイ

が多く生育していて、禁足地となっている。また、拝殿正面には植栽されたと思われ

る大径木のイチョウが多い。境内ではないが北側と東側には遊歩道と雑木林再生の林

地があり、都会の中では貴重なところとなるであろうと思われる。

地図上の位置：
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平面図：


